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71　　訓蒙図彙と祐信春本・絵本　―『色ひいな形』から『百人女郎品定』まで

訓
蒙
図
彙
と
祐
信
春
本
・
絵
本

―『
色
ひ
い
な
形
』か
ら『
百
人
女
郎
品
定
』ま
で

石
上
阿
希　
い
し
が
み 

あ
き



 

は
じ
め
に

西
川
祐
信
の
春
本
、
絵
本
の
特
色
の
一
つ
に
網
羅
主
義
的
趣
向
が
挙
げ
ら

れ
る
。
祐
信
は
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
の
性
生
活
や
着
物
、
風
俗
を
こ
れ

ら
の
媒
体
で
描
き
分
け
て
い
る
。
そ
の
代
表
的
作
品
と
い
え
る
の
が
、
八
文

字
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
百
人
女
郎
品
定
』（
享
保
八
年
〈
一
七
二
三
〉
刊
）

で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
書
名
の
通
り
、
女
性
に
ま
つ
わ
る
百
種
類
の
身
分
や

職
業
を
分
類
し
、
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
。
本
書
に
見
ら
れ
る
網
羅
主
義
に

つ
い
て
、
山
本
ゆ
か
り
氏
は
享
保
期
に
お
け
る
百
科
事
典
の
編
纂
・
刊
行
の

隆
盛
と
の
関
連
を
指
摘
し

1
、
白
倉
敬
彦
氏
は
同
趣
向
が
春
本
『
色
ひ
い
な

形
』（
八
文
字
屋
、
宝
永
八
年
〈
一
七
一
一
〉
刊
）
や
『
艶
女
玉
簾
』（
享
保

四
年
〈
一
七
一
九
〉
刊
）
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

2
。

祐
信
は
『
百
人
女
郎
品
定
』
以
前
に
、
雛
形
本
で
も
網
羅
主
義
的
作
品
を

多
く
制
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
春
本
や
雛
形
本
の
版
元
は
、
主
に
八
文
字

屋
で
あ
っ
た
。
祐
信
や
八
文
字
屋
が
『
色
ひ
い
な
形
』
を
は
じ
め
と
し
た
網

羅
主
義
的
作
品
を
企
画
し
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
時
代
背
景
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
同
時
代
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
作
品
群

を
編
年
的
に
通
覧
し
な
が
ら
、祐
信
と
八
文
字
屋
が
「
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々

を
描
く
」
と
い
う
趣
向
を
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
せ
て
い
き
、『
百
人
女
郎
品
定
』

へ
と
結
実
さ
せ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

 

一
、
春
本
『
色
ひ
い
な
形
』
と 

　
　『
情
ひ
な
形
』

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
七
月
刊
行
の
『
野
白
内
証
鑑
』
の
四
巻
巻
末
に

は
『
風
流
色
雛
形
』
と
い
う
春
本
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
広
告
が
載
る

3
。

▲
何いづれ
茂も
様
へ
申
上
ま
す
る

大
和
絵
師
京
西
川
祐すけ
信のぶニ
筆
の
命
毛げ
ヲ
尽つく
さ
せ
肝かん
も
ん門の

秘ひし
よ書

珍
敷
趣しゆ
か
う向

ヲ
作
り
戯たはふ
れ
ゑ

画
の
板
行
追
付
出
来
そ
れ
ゆ
へ
書
印
シ
候

并
ニ
上かみ
は
色
と
情
の
染そめ
わ
け分

裾すそは
思
ひ
の
遠とお
や
ま山

染ぞ
め

風ふう
り
う
い
ろ
ひ
い
な
が
た

流
色
雛
形　

全
部
五
巻

付
リ
睦むつ
ご
と語は

尽つき
ぬ
百
品しな
染ぞめに
心
の
移うつ
る
色いろ
ご
の好み

御ごし
よ
ふ
う

所
風
の
浮うき
よ世

模も
や
う様

付
リ
閨ねや
の
結ゆい
鹿がの
こ子

し
め
つ
け
た
寝ねま
き巻

小
袖

町まち
ふ
う風の

当
世
模も
や
う様

付
リ
二ふた
り人

寝ね
の
ぬ
れ
衣ぎぬ
透すき
と
を通る

肌はだ
小
袖

曲くる
輪わふ
う風

の
仕しだ
し出

シ
模も
や
う様

付
リ
口くぜ
つ舌

の
抓
つ
か
み

染ぞめ
中なか
直なおり
は
本もと
の
白しろ
小
袖

広
告
中
に
「
百
品
染
に
移
る
色
好
み
」
と
あ
る
よ
う
に
、
八
文
字
屋
・
祐

信
は
様
々
な
階
層
、
あ
る
い
は
職
業
の
「
色
」
を
描
こ
う
と
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
、「
御
所
風
」「
町
風
」「
曲
輪
風
」
の
三
種
類

で
五
巻
構
成
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
翌
年
二
月
に
刊
行
さ
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*

*1

山
本
ゆ
か
り
「
故
実
と
絵
本
・
美
人
画
―
多
田
南
嶺
と
の
共
同
制
作
」（『
上
方
風
俗
画
の
研
究　

西
川
祐
信
・
月
岡
雪
鼎
を
中
心
に
』
所
収
、藝
華
書
院
、二
〇
〇
九
年
）

 

*

*2

白
倉
敬
彦
「
西
川
祐
信
の
描
い
た
春
画
の
女
」（「
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
」
71
─
12
号
、至
文
堂
、二
〇
〇
六
年
十
二
月
）。
な
お
『
艶
女
玉
簾
』
と
『
妻
愛
色
双
六
』

の
関
係
に
つ
い
て
は
注
（
15
）
参
照
。

 

*

*3

本
文
は
国
会
図
書
館
蔵
本
（
京
─
三
四
〇
）
に
拠
る
。

 

*

*4

中
嶋
隆
「『
色
ひ
い
な
形
』
と
祐
信
画
三
巻
本
」（「
学
術
研
究　

国
語
・
国
文
学
編
」
48
号
、
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）

 

*

*5

本
文
は
、
太
平
主
人
校
訂
解
説
『
墨
摺
笑
本
選
四　

色
ひ
い
な
形
』（
太
平
書
屋
、
二
〇
一
〇
年
）
に
拠
る
。

れ
た
『
色
ひ
い
な
形
』
は
、「
御
所
風
」「
侍
風
」「
百
性
風
」「
町
風
」「
商

職
風
」
の
五
巻
で
あ
り
、「
百
品
染
」
の
言
葉
通
り
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々

の
性
を
描
き
分
け
て
い
る
。

本
書
は
、
享
保
七
年
（
一
七
二
九
）
の
取
締
以
前
の
刊
行
で
あ
る
た
め
、

刊
年
や
版
元
、
作
者
名
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
序
文
に
は
「
作
者
八
文

字
自
笑
」
と
あ
る
が
、
後
に
江
島
其
磧
自
身
が
『
役
者
目
利
講
』（
正
徳
二

年
〈
一
七
一
二
〉
四
月
巻
刊
）
で
暴
露
し
た
よ
う
に
、
実
際
の
作
者
は
其
磧

で
あ
る

4
。
た
だ
し
、
本
文
と
絵
は
関
連
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立

し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

版
型
は
横
本
で
、
左
右
に
幅
広
く
開
か
れ
る
絵
に
は
、
中
心
と
な
る
男
女

だ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
を
め
ぐ
る
人
々
や
屋
敷
の
中
の
様
子
、
調
度
品
、
風

景
な
ど
が
事
細
か
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

階
級
毎
に
分
け
ら
れ
た
巻
構
成
は
、
公
家
か
ら
侍
、
百
性
、
町
人
、
商
人

と
、
当
時
の
階
級
に
基
づ
い
て
、
高
位
の
社
会
か
ら
低
位
の
社
会
へ
と
展
開

し
て
い
る
。
各
巻
の
構
成
は
同
じ
で
、
目
録
、
本
文
第
一
話
、
扉
絵
、
挿
絵

（
見
開
き
十
二
図
）、
本
文
第
二
話
と
な
っ
て
い
る
。
巻
一
は
、
冒
頭
に
序
一

丁
が
あ
り
、
巻
五
は
巻
末
に
広
告
と
奥
付
一
丁
が
あ
る
。
扉
絵
は
片
面
半
丁

で
、
各
階
層
の
生
活
を
描
い
た
絵
を
囲
ん
で
階
層
に
因
ん
だ
絵
が
配
さ
れ
て

い
る
。

た
だ
し
、
本
書
は
た
だ
単
に
各
階
層
の
性
風
俗
を
羅
列
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
る

5
。

此
世せか
い界

へ
に
よ
つ
と
む
ま
れ
出
て
。
習なら
はず

し
て
学まな
び
聞きか
ず
し
て
知しる
は

色
の
道
。
是
人にん
げ
ん間

娯たのし
み
の
根こん
元げん。（
中
略
）
釣つり
夜よ
ぎ着

の
下した
ぶ
し臥も

。
莚
む
し
ろ

屏びや
う
ぶ風の

透すき
間ま
の
風
の
。
ふ
は
つ
く
所しよ
さ作

は
お
な
じ
い
き
か
た
。

身
分
や
職
業
、
衣
裳
や
調
度
品
は
違
え
ど
も
、
色
の
道
の
楽
し
み
は
同
じ

で
あ
り
、
そ
の
振
る
舞
い
は
み
な
同
じ
や
り
方
な
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
本

書
で
は
、
様
々
な
人
物
が
様
々
な
状
況
で
性
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
ま
さ
に

「
ふ
は
つ
く
所
作
は
お
な
じ
い
き
か
た
」
と
い
う
よ
う
な
描
写
も
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、「
御
所
風
」
の
内
の
「
つ
ぼ
ね
の
悪
性
」
で
は
、
公
家
の
男
が
、

御
屋
敷
の
中
で
恋
慕
を
抱
い
た
女
性
と
二
人
き
り
に
な
る
機
会
を
逃
さ
ず
、



慌
た
だ
し
く
思
い
を
遂
げ
て
い
る
。
画
面
左
に
は
、
そ
れ
を
ふ
と
覗
い
て
し

ま
い
、
う
ら
や
ま
し
が
る
女
が
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
、「
商
職
風
」
の
「
は
り
物
や
仕
合
男
」
で
は
、
張
り
物
屋
の
裏
庭

が
描
か
れ
て
い
る
。
張
り
物
屋
と
は
、
洗
濯
し
た
布
あ
る
い
は
染
め
物
を
し

た
布
を
竹
製
の
道
具
を
用
い
て
伸
ば
す
職
業
で
あ
る
。
張
り
物
屋
の
男
と
、

こ
の
家
の
主
人
の
姪
と
が
木
や
打
ち
張
っ
た
布
に
隠
れ
な
が
ら
逢
瀬
を
楽
し

ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を
隣
の
酒
屋
の
二
階
か
ら
娘
が
覗
い
て
や
は
り
う
ら
や

ま
し
が
っ
て
い
る
。

当
然
な
が
ら
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
情
景
は
、
実
際
に
江
戸
の
社
会
で
行
わ

れ
て
い
た
出
来
事
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
身
分
や

社
会
の
異
な
る
人
間
で
も
、
人
目
を
忍
び
つ
つ
性
を
楽
し
む
心
情
や
、
ま
た

そ
れ
を
羨
ま
し
が
る
心
情
を
、「
お
な
じ
い
き
か
た
」
と
し
て
描
こ
う
と
し

た
と
こ
ろ
に
本
書
の
一
つ
の
狙
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

『
色
ひ
い
な
形
』
五
巻
巻
末
に
は
、『
情
ひ
な
形
』
の
予
告
が
載
る
。

此
色
ひ
い
な
形
、
十
巻
の
箱
入
に
て
出
し
申
す
筈
に
候
へ
共
、
板
行
延

引
ゆ
へ
先
五
巻
に
て
出
し
申
候
。
残
り
五
巻
は
追
付
出
し
申
候
。
則
げ

だ
い
は　

傾
野

染
分

情
ひ
い
な
形　

五
巻

（
中
略
）

右
之
本
当
月
中
ニ
ち
が
い
な
く
出
し
申
候

五
巻
の
構
成
は
、「
傾けい
せ
い城」「

遊うか
れ
め女」「

出で
女
」「
地
若
衆
」「
芸げい
こ子

」
と
な
っ

て
い
る
。
当
初
は
十
巻
セ
ッ
ト
で
箱
に
入
れ
て
刊
行
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
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●上／図 1：西川祐信画『情ひな形』（立命館大学アート・リサーチセンター林美一コレクション蔵）
●下／図 2：西川祐信画『情ひな形』（中嶋隆氏蔵）
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*

*6

『
色
ひ
い
な
形
』
の
予
告
か
ら
実
際
の
刊
行
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
４
）
に
詳
し
い
。

 

*

*7

序
文
末
に
「
正
徳
二
年
辰
ノ
新
春
」
と
あ
る
。

 

*

*8

資
料
番
号hayE3-109

。

制
作
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
最
初
の
五
巻
を
『
色
ひ
い
な
形
』
と
し

て
出
し
、
残
り
の
五
巻
を
『
情
ひ
な
形
』
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る

6
。「
十
巻
の
箱
入
」
と
し
て
売
り
出
そ
う
と

し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
八
文
字
屋
が
こ
の
企
画
に
ど
れ
だ
け
力
を
入
れ
て

い
た
か
が
わ
か
る
。

予
告
で
は
当
月
中
（
宝
永
八
年
二
月
）
に
刊
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
実
際
に
は
翌
年
の
正
月
に
刊
行
さ
れ
た

7
。
予
告
に
あ
る
よ
う
に
、『
情

ひ
な
形
』
で
描
か
れ
る
の
は
全
て
売
色
の
人
々
で
、
公
許
の
遊
郭
か
ら
私
娼

ま
で
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
五
巻
の
う
ち
、
一

巻
し
か
所
在
が
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
全
貌
は
不
明
で
あ
る
。

立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
林
美
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
一
冊
は

8
、
林
氏
が
「
会
本
研
究
」
10
号
（
一
九
八
一
年
）

で
紹
介
し
た
も
の
と
同
一
本
で
、
序
文
一
丁
及
び
「
け
い
せ
い
風
」
の
目
録

一
丁
を
有
し
て
い
る
が
（
図
1
）、
扉
絵
半
丁
に
は
「
遊
女
風
」
と
あ
り
、

挿
絵
及
び
本
文
は
「
遊
女
風
」
の
可
能
性
が
高
い
。
本
文
は
「
序　

太
夫
と

間ま
ぶ夫

と
客きや
くの

目
を
抜ぬく
俄にわか
盲めく
ら」

六
丁
と
「
抜　

懺さん
げ悔

咄ばな
しの

口
切
を
す
る
局
つ
ぼ
ね

女
郎
」

四
丁
半
の
二
つ
で
あ
る
が
、
後
者
に
は
落
丁
・
欠
丁
が
あ
る
。
ま
た
、
挿
絵

見
開
き
六
図
は
全
て
、
片
面
毎
に
異
な
っ
た
丁
付
の
図
を
取
り
合
わ
せ
て
お

り
、
本
来
の
状
態
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
ノ
ド
部
分
は
、
綴
合
わ
せ
の
た

め
丁
付
や
書
名
の
確
認
は
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
他
に
中
嶋
隆
氏
所
蔵
の
一
冊
が
あ
る
。
中
嶋
本
は
、
目
録

や
挿
絵
前
の
本
文
は
な
い
が
、
扉
絵
半
丁
、
挿
絵
見
開
き
十
一
図
の
後
、
本

文「
抜　

懺さん
げ悔

咄ばな
しの

口
切
を
す
る
局
つ
ぼ
ね

女
郎
」五
丁
半
が
続
く
。
林
本
と
異
な
り
、

挿
絵
の
見
開
き
は
正
し
く
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
扉
絵
は
林
本
と
異
な
る
も
の

で
、
巻
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
林
本
の
挿

絵
見
開
き
六
図
の
各
片
面
は
、
第
一
図
の
右
片
面
以
外
、
全
て
中
嶋
本
の
挿

絵
と
重
な
る
た
め
「
遊
女
風
」
の
巻
と
考
え
ら
れ
る
。

各
図
に
は
匡
郭
外
に
画
題
が
あ
り
、中
嶋
本
で
は「
嶋
原
太
夫
位
」（
図
2
）「
さ

ん
茶
遊
」「
新
町
天
神
」「
ぶ
礼
遊
び
も
ん
さ
く
」「
借
リ
女
郎
」「
朝
酒
の
名

残
」「
床
く
ぜ
つ
」「
よ
こ
切
わ
ふ
」「
た
な
さ
が
し
」「
は
し
女
郎
茶
屋
遊
」「
つ

ぼ
ね
遊
」
と
続
く
。
ノ
ド
下
部
に
は
「
女
郎　

丁
付
」
と
あ
る
。

挿
絵
で
は
、
遊
女
の
種
類
を
細
か
く
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遊
び
方
や
慣

習
な
ど
を
描
き
分
け
て
い
る
。
出
女
、
地
若
衆
、
芸
子
の
巻
に
つ
い
て
は
、

内
容
を
推
し
量
る
し
か
な
い
が
、
同
様
に
詳
細
な
分
類
と
描
写
が
な
さ
れ
て



い
る
の
だ
ろ
う
。
八
文
字
屋
と
祐
信
が
『
色
ひ
い
な

形
』
と
『
情
ひ
な
形
』
で
あ
ら
ゆ
る
階
層
、
あ
ら
ゆ

る
種
類
の
性
風
俗
を
分
類
し
、
ラ
ン
ク
付
け
を
し
て

網
羅
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
情
ひ
な
形
』
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
興
味
深
い
の

は
、
目
録
部
分
の
挿
絵
で
あ
る
（
図
1
）。「
け
い
せ

い
風
」
と
し
て
雛
型
本
の
よ
う
に
、
着
物
の
模
様
が

描
か
れ
て
い
る
。
文
に
は
「
太
夫
染ぞめに
し
み
つ
く
恋

の
や
み
は
地
け
ん
ぼ
う　

人
の
目
を
く
ろ
め
る
つ
く

り
め
く
ら　

も
や
う
は
思
は
く
に
ひ
つ
た
り
と
し
だ

り
柳やなぎに
鞠まり
は
づ
み
の
よ
い
手
く
だ
人
し
れ
ず
［
カ
ス

レ
判
読
難
］
情なさけは
［
カ
ス
レ
判
読
難
］」
と
あ
る
。
傾

城
の
性
分
に
ち
な
み
、「
恋
の
闇
」
か
ら
地
を
黒
色
に

し
、
遊
女
を
連
想
さ
せ
る
し
だ
れ
柳
の
模
様
を
配
し

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
枝
に
か
け
た
手
鞠
に
は
「
は

づ
み
の
よ
い
手
く
だ
」
と
、
手
管
の
上
手
さ
が
重
ね

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
人
物
の
職
業
に
か
け

て
着
物
模
様
を
描
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
後
述
す

る
祐
信
の
雛
形
本
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時

点
で
そ
の
発
想
が
萌
芽
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 

二
、
上
方
に
お
け
る 

　
　
訓
蒙
図
彙
の
系
譜

『
色
ひ
い
な
形
』、『
情
ひ
な
形
』
が
企
画
さ
れ
た

背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
出
版
界
の
動
向
が
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
次
に
、
上
方
に
お
け
る
網
羅
主
義
的

な
作
品
の
隆
盛
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

あ
ら
ゆ
る
事
象
を
テ
キ
ス
ト
と
イ
メ
ー
ジ
で
体

系
化
す
る
、
い
わ
ゆ
る
図
解
百
科
事
典
の
嚆
矢
は
、

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
出
版
さ
れ
た
中
村
惕
斎

の
『
訓
蒙
図
彙
』
と
言
わ
れ
て
い
る
。
巻
第
一
の
天

文
か
ら
始
ま
り
、地
理
や
人
物
、衣
服
、器
用
、畜
獣
、

草
花
な
ど
で
巻
立
て
さ
れ
て
い
る
。

巻
第
四
は
人
物
で
、
四
十
種
類
の
様
々
な
身
分
、

職
業
の
人
々
が
名
称
と
絵
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い

る
（
図
3
）。
最
初
に
立
項
さ
れ
て
い
る
の
は
「
公
」

で
、
大
臣
の
姿
が
描
か
れ
る
。
以
降
、
士
農
工
商
そ

れ
ぞ
れ
の
人
々
が
続
き
、
医
者
や
僧
、
娼
婦
や
俳
優

な
ど
が
収
録
さ
れ
、
最
後
に
は
、
南
蛮
人
や
中
国
人

な
ど
の
異
国
人
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
附
録
と
し
て

同
じ
く
四
十
種
類
の
職
業
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
中
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●右／図 3：中村惕斎作『訓蒙図彙』（国立国会図書館蔵）
●左／図 4：吉田半兵衛作・画『好色訓蒙図彙』（国際日本文化研究センター）
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*

*9

吉
田
幸
一
氏
は
、
好
色
品
々
の
図
解
と
し
て
は
菱
川
師
宣
画
『
恋
の
品
枕
絵
』（
延
宝
五
年
〈
一
六
七
七
〉
刊
）
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（『
好

色
訓
蒙
図
彙
』
解
題
〈『
近
世
文
芸
資
料
第
十　

好
色
物
草
子
集　

複
製
・
解
説
』、
古
典
文
庫
、
一
九
六
八
年
〉）。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵
の
『
恋
の
品

枕
絵
』（
資
料
番
号
一
四
〇
）
は
貼
込
帖
と
な
っ
て
お
り
、
乱
丁
も
あ
る
も
の
で
、
吉
田
氏
の
指
摘
し
た
箇
所
に
該
当
す
る
部
分
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
吉

田
氏
は
同
解
題
に
て
「
風
俗
、
言
語
の
百
般
を
絵
と
注
解
に
よ
っ
て
著
は
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
師
宣
に
学
ぶ
点
が
多
か
つ
た
と
考
へ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

 

*

*10

本
文
は
『
近
世
文
芸
資
料
第　

好
色
物
草
子
集　

本
文
・
索
引
』（
古
典
文
庫
、
一
九
六
八
年
）
に
拠
る
。

に
は
、
乞
食
の
類
を
記
載
し
た
箇
所
も
あ
り
、
最
後
は
長
脚
や
長
人
な
ど
、

空
想
の
人
物
を
描
い
た
項
も
み
ら
れ
る
。
巻
第
四
は
、
多
様
な
身
分
、
職

業
を
高
位
か
ら
最
下
層
ま
で
分
類
し
、
名
称
と
絵
で
示
し
た
、
ま
さ
に
人

物
百
科
事
典
と
い
え
る
内
容
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
挿
絵
を
縮
小
し
、
更

に
詳
細
な
注
釈
を
加
え
た
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
刊
『
増
補
頭
書
訓
蒙

図
彙
』
と
、
更
に
そ
れ
を
増
補
し
た
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）『
増
補
頭
書

訓
蒙
大
成
』
が
あ
り
、
長
年
に
亘
り
広
く
読
ま
れ
た
書
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

本
書
の
影
響
は
非
常
に
大
き
く
、
こ
れ
以
降
は
上
方
を
中
心
に
、
様
々
な

「
訓
蒙
図
彙
」
も
の
や
百
科
事
典
的
出
版
物
が
刊
行
さ
れ
る
。

そ
の
一
つ
が
、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
京
都
で
出
版
さ
れ
た
『
好
色

訓
蒙
図
彙
』
で
あ
る
。
書
名
が
示
す
と
お
り
、
男
女
の
性
に
ま
つ
わ
る
事
象

を
分
類
し
て
図
解
し
、
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
作
者
、
絵
師
と
も
に
吉
田
半

兵
衛
で
あ
る
。「
天
象
」「
地
儀
」「
人
倫
」「
人
支
」「
衆しゆ
道だう
意い
き気

智ぢか
ひ界

」「
器

財
」「
女によ
だ
う
ぬ
れ
か
ひ

道
濡
界
」
の
七
部
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、「
人
倫
」
部
で
は
、

殿
や
奥
様
、
大
臣
と
い
っ
た
高
位
の
人
物
の
他
、
傾
城
太
夫
か
ら
湯
女
、
惣

嫁
な
ど
売
色
業
の
様
々
が
立
項
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
女
道
濡
界
」
部
で
は
、

階
級
や
職
業
毎
の
性
風
俗
を
描
い
て
お
り
、
最
も
位
の
高
い
公
家
の
閨
房
か

ら
始
ま
る
（
図
4
）。
中
に
は
、
扇
屋
や
糸
屋
、
帽
子
屋
な
ど
の
交
わ
り
も

描
か
れ
て
お
り
、
男
女
の
背
景
に
描
き
込
ま
れ
た
道
具
な
ど
か
ら
当
時
の
職

業
風
俗
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

「
器
財
」
で
は
、
化
粧
道
具
や
衣
服
の
他
、
性
道
具
や
精
を
付
け
る
食
物

な
ど
も
図
解
さ
れ
て
お
り
、『
訓
蒙
図
彙
』
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
部
分

を
補
完
し
て
い
る
と
も
言
え
る

9
。

翌
年
に
は
『
好
色
訓
蒙
図
彙
』
の
続
編
と
し
て
、
同
じ
く
吉
田
半
兵
衛
作

画
で
『
好
色
貝
合
』
が
出
版
さ
れ
る
。
序
文
に
「
僕
去
年
其
品
々
を
図
に
あ

ら
は
し
て
、
好
色
訓
蒙
図
彙
を
つ
く
る
。
今
又
も
れ
し
を
集
め
て
、
是
と
あ

は
せ
て
全
部
と
な
す
」
と
あ
る
よ
う
に

10
、補
遺
的
な
内
容
で
、大
黒
や
間
夫
、

旅
籠
屋
女
な
ど
、
色
恋
の
様
々
な
状
況
や
売
色
に
関
わ
る
人
物
が
図
解
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
絵

  

入
人
倫
糸
屑
』
も
吉

田
半
兵
衛
の
作
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
図
解
百
科
事
典
の
三
部



作
と
な
っ
て
い
る

11
。
た
だ
し
、
好
色
的
な
性
格
は
弱
ま
り
、「
妾
て
か
け
ぐ
る
い

狂
」、「
臆

病
者
」、「
片
意
地
」「
短
気
」
な
ど
、
人
間
の
悪
し
き
性
質
を
分
類
し
て
描

い
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、『
好
色
訓
蒙
図
彙
』
が
後
続
の
好
色
本
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、

図
や
内
容
を
剽
窃
し
た
類
の
本
も
刊
行
さ
れ
た
。
吉
田
幸
一
氏
は
、
そ
の
事

例
と
し
て『
好
色
通
変
歌
占
』（
貞
享
五
年〈
一
八
六
六
〉刊
）や『
好
色
旅
枕
』

（
元
禄
八
年
〈
一
六
九
五
〉
刊
）
を
挙
げ
て
い
る

12
。

こ
の
よ
う
に
、
吉
田
半
兵
衛
に
よ
っ
て
、
好
色
図
解
百
科
事
典
の
類
が
整

え
ら
れ
、
後
々
の
好
色
本
や
春
本
に
も
そ
の
分
類
な
ど
が
引
き
継
が
れ
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
は
、『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
が
京
都
、
大
坂
、

江
戸
の
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
る
。
本
書
は
序
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、「
上
か
み
た
つ
と尊

き
公くき
や
う卿よ

り
庶しょ
に
ん人の

賎いや
しき

に
い
た
る
ま
て
の
其その
所しょ
さ作

を
く
わ
し
く
、
家いゑ
〳
〵々に

尋たつ
ねて

来らい
ゆ
う由を

た
ゝ
し
、
或ある
ひは

唐から
大やま
と和

の
書しよ
に
あ
る
を
考
え
あ
つ
め
」
た
書
で

あ
る

13
。
様
々
な
由
来
を
中
国
や
日
本
古
来
の
書
に
求
め
る
と
い
う
姿
勢
は
、

故
事
来
歴
を
尊
ぶ
故
実
主
義
的
な
も
の
と
い
え
る
。

本
書
に
は
約
五
〇
〇
種
類
の
職
業
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
一
図
は
、
大

臣
が
内
侍
司
と
と
も
に
天
皇
に
謁
見
し
て
い
る
場
面
で
あ
り
、
や
は
り
高
位

の
階
層
か
ら
始
ま
る
。
公
家
、
武
家
、
僧
侶
と
階
層
毎
に
進
み
、
商
人
、
細

工
人
か
ら
乞
食
類
に
ま
で
至
る
。

同
じ
属
性
の
人
々
を
職
業
や
身
分
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
い
う
こ
れ
ら
の

方
法
は
、
女
性
読
者
を
対
象
と
し
た
書
物
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
出
版
さ
れ
た
『
女
重
宝
記
』
の
「
女
品
定
め
」

の
章
に
は
、
様
々
な
種
類
の
女
性
を
見
開
き
一
図
に
お
さ
め
た
図
が
添
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
公
家
、
武
家
、
町
人
、
百
姓
、
妾
、
火
車
、
傾
城
、

後
家
が
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
色
ひ
い
な
形
』
以
降
の
刊
行
に
な
る
が
、享
保
元
年
（
一
七
一
六
）

に
大
坂
、
江
戸
の
版
元
合
梓
の
『
女
大
学
宝
箱
』
で
は
、
職
業
を
詳
細
に
分

類
し
、
図
解
し
て
い
る
。
本
文
の
上
部
三
分
の
一
に
は
挿
絵
が
四
十
三
図
添

え
ら
れ
て
お
り
、
様
々
な
女
性
の
職
業
が
描
か
れ
て
い
る
。
女
性
向
け
の
往

来
書
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
遊
女
類
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
が
、
公
家
、
武

家
の
女
性
か
ら
始
ま
り
、
子
ど
も
に
手
習
い
を
教
え
る
女
性
、
水
引
屋
の
女

性
、
京
都
の
黒
木
売
り
の
様
子
や
浜
辺
で
塩
焼
き
を
す
る
女
性
な
ど
、
こ
れ

ら
の
挿
絵
を
見
る
こ
と
で
、
多
様
な
女
性
の
職
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
は
、『
色
ひ
い
な
形
』と
そ
の
前
後
に
出
さ
れ
た
代
表
的
な
訓
蒙
図
彙
、

故
事
書
を
リ
ス
ト
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）『
訓
蒙
図
彙
』

貞
享
三
年
（
一
六
八
八
）『
好
色
訓
蒙
図
彙
』

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）『
女
用
訓
蒙
図
彙
』

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』、『
女
重
宝
記
』

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）『
頭
書
増
補
訓
蒙
図
彙
』

宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）『
色
ひ
い
な
形
』

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）『
和
漢
三
才
図
会
』

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）『
女
大
学
宝
箱
』
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*

*11

京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
上
巻
、
天
理
図
書
館
に
「
世
の
昼
狐
」
と
書
題
簽
の
あ
る
下
巻
一
冊
が
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
、
本
書
の
完
本
を
知
ら
な
い
。
内
容

に
つ
い
て
は
、『
近
世
文
芸
資
料
第　

好
色
物
草
子
集　

本
文
・
索
引
』
及
び
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
レ
イ
ン
『
元
禄
の
エ
ロ
ス　

半
兵
衛
七
郎
兵
衛　

上
方
名
品
艶
本
集
』

（
画
文
堂
、
一
九
七
九
年
）
を
参
考
に
し
た
。

 

*

*12

『
好
色
訓
蒙
図
彙
』、『
好
色
通
変
歌
占
』
解
題
（『
近
世
文
芸
資
料
第
十　

好
色
物
草
子
集　

複
製
・
解
説
』、
古
典
文
庫
、
一
九
六
八
年
）。
た
だ
し
、
こ
こ
で
指

摘
さ
れ
た
『
好
色
旅
枕
』
は
、
作
者
石
川
流
宣
の
江
戸
版
の
も
の
で
、
貞
享
年
間
に
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
『
好
色
旅
枕
』（
吉
田
半
兵
衛
、
作
・
画
）
で
は
な
い
。

京
都
版
の
『
好
色
旅
枕
』
は
、
百
科
事
典
と
い
う
よ
り
は
、
色
道
指
南
書
の
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
る
。

 

*

*13

本
文
は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
（
寄
別
一
三
─
五
八
）
に
拠
る
。

 

*

*14

横
田
冬
彦
「『
女
大
学
』
再
考
―
日
本
近
世
の
お
け
る
女
性
労
働
―
」（『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ン
の
日
本
史
―
主
体
と
表
現　

仕
事
と
生
活
』
下
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
五
年
）

こ
の
よ
う
に
、『
色
ひ
い
な
形
』
の
前
後
に
は
、
こ
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る

事
象
を
図
解
す
る
書
物
―
特
に
様
々
な
階
級
や
職
業
を
、
書
物
な
ど
の
典
拠

に
基
づ
き
な
が
ら
分
類
し
、
網
羅
す
る
と
い
う
書
物
─
が
多
く
作
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
階
級
毎
の
性
生
活
を
図
解

す
る
と
い
う
『
色
ひ
い
な
形
』
が
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、『
色
ひ
い
な
形
』
か
ら 

『
百
人
女
郎
品
定
』
へ

『
色
ひ
い
な
形
』
の
十
二
年
後
、
八
文
字
屋
と
祐
信
は
あ
ら
ゆ
る
身
分
、

職
業
の
女
性
を
描
き
分
け
た
『
百
人
女
郎
品
定
』
を
出
版
す
る
。
本
書
は
、

風
俗
絵
本
最
初
期
の
随
一
の
代
表
作
と
評
さ
れ
、
鈴
木
春
信
な
ど
後
続
の
絵

師
の
粉
本
と
な
る
ほ
ど
、
影
響
力
の
大
き
い
作
品
で
あ
る
。

『
百
人
女
郎
品
定
』
の
成
立
背
景
に
、
同
時
代
の
百
科
事
典
の
隆
盛
が
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
先
行
研
究
が
あ
る
こ
と
は
先
に
も
触
れ
た
。
ま
た
、
横

田
冬
彦
氏
は
『
百
人
女
郎
品
定
』
の
成
立
に
つ
い
て
、先
に
見
た
『
女
重
宝
記
』

や
『
女
大
学
宝
箱
』
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
、加
え
て
、『
百
人
女
郎
品
定
』
が
、

『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
女
性
職
種
と
分
類
を
継
承
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、『
人

倫
訓
蒙
図
彙
』
で
入
り
混
じ
っ
て
い
た
売
色
類
の
再
整
理
を
行
い
、
更
に
そ

の
職
業
を
増
補
し
た
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る

14
。

横
田
氏
や
山
本
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
祐
信
の
絵
本
制
作
に
は
訓
蒙

図
彙
な
ど
の
百
科
事
典
的
作
品
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
『
百
人
女
郎
品
定
』
か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
既

に
『
色
ひ
い
な
形
』
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。



『
色
ひ
い
な
形
』
か
ら
『
百
人
女
郎
品
定
』
に
至
る
十
二
年
の
間
に
、
祐

信
は
多
く
の
春
本
、
絵
本
を
制
作
し
て
い
る
。
左
記
の
リ
ス
ト
は
、『
百
人

女
郎
品
定
』
の
完
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
を
列

挙
し
た
も
の
で
あ
る
。

宝
永
八
年
（
一
七
一
一
）『
色
ひ
い
な
形
』
八
文
字
屋

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）『
情
ひ
な
形
』
八
文
字
屋 

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）『
正
徳
ひ
な
形
』
八
文
字
屋 

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）『
雛
形
都
風
俗
』
小
林
喜
右
衛
門
、
西
村
理

右
衛
門
、
谷
村
清
兵
衛

享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
ヵ
『
享
保
ひ
な
形
』
八
文
字
屋 

享
保
三
年
（
一
七
一
八
）『
西
川
ひ
な
形
』
八
文
字
屋 

享
保
四
年
（
一
七
一
九
）『
妻
愛
色
双
六
』
八
文
字
屋

15 

享
保
八
年
（
一
七
二
三
）『
百
人
女
郎
品
定
』
八
文
字
屋

ほ
と
ん
ど
は
着
物
の
雛
形
本
で
あ
り
、『
色
ひ
い
な
形
』、『
情
ひ
な
形
』、

『
妻
愛
色
双
六
』
の
み
春
本
で
あ
る
。『
雛
形
都
風
俗
』
以
外
は
、
全
て
八
文

字
屋
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

『
色
ひ
い
な
形
』
の
完
結
編
と
も
い
え
る
『
情
ひ
な
形
』
が
出
版
さ
れ
た

翌
年
、
八
文
字
屋
は
祐
信
に
着
物
の
雛
形
本
『
正
徳
雛
形
』
の
絵
を
描
か
せ

た
。
跋
文
に
「
女
は
姿
を
か
ざ
り
天てん
せ
い性な

ら
ぬ
艶ゑん
を
化けは
ひ粧

す
。
然
り
と
い
へ

ど
も
其
人ひと
が
ら相に

応おう
ぜ
ざ
る
模もや
う様

紋もんが
ら
あ
り
て
。
見
よ
げ
な
る
風ふう
ぞ
く俗も

品しな
お

か
し
げ
に
に
げ
な
き
を
見
て
。
拙つた
なき

分ふんべ
つ
ぶ
く
ろ

別
袋
の
狭せば
き
中なか
よ
り
お
も
ひ
寄より
て
。」

と
あ
る
よ
う
に

16
、
身
分
や
職
業
に
応
じ
た
模
様
紋
柄
に
分
類
し
て
い
る
点

が
、
本
書
の
編
集
の
独
自
性
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

雛
形
は
、
御
所
風
か
ら
始
ま
り
、
御
屋
敷
風
、
町
風
、
け
い
せ
い
風
、
若

衆
風
、
野
郎
風
と
な
っ
て
お
り
、
百
性
風
は
な
い
も
の
の
、
階
層
毎
に
風
俗

を
描
き
分
け
る
と
い
う
『
色
ひ
い
な
形
』『
情
ひ
な
形
』
の
構
成
を
踏
襲
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

各
巻
の
冒
頭
の
口
絵
は
片
面
一
図
の
人
物
図
と
な
っ
て
い
る
。
図
5
は
野

郎
風
の
口
絵
で
あ
り
、
野
郎
の
風
俗
を
大
画
面
で
丁
寧
に
描
い
て
い
る
。
こ
の

後
に
着
物
雛
形
図
が
続
く
。
図
5
の
「
八
十
五
番
」
に
は
「
是
よ
り
野
郎
も
や

う　

梅
に
鳥
か
ぶ
と
の
も
や
う　

地
あ
さ
ぎ
ゆ
ふ
ぜ
ん
ぞ
め　

い
ろ
〳
〵
に

色
入　

み
す
は
ち
や　

す
ゝ
た
け
へ
り
も
へ
ぎ
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
雛

形
図
は
模
様
が
描
か
れ
た
着
物
背
面
と
、
脇
に
は
染
方
や
色
な
ど
の
指
定
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
。
版
型
を
大
本
に
す
る
こ
と
で
、
模
様
を
大
き
く
、
詳
細
に
描

く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

松
平
進
氏
は
『
正
徳
雛
形
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る

17
。

自
笑
・
祐
信
二
者
協
力
の
雛
形
本
は
、
従
来
の
単
な
る
実
用
本
位
の
背

面
小
袖
図
を
示
す
の
み
で
な
く
、
挿
入
さ
れ
る
「
姿
絵
」
つ
ま
り
着
衣

人
物
図
に
新
機
軸
を
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
中
略
）

以
下
同
様
に
置
か
れ
て
い
る
各
巻
の
口
絵
は
、
数
年
後
に
現
れ
る
絵
本

『
百
人
女
郎
品
定
』
と
き
わ
め
て
近
い
図
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
染
め
見

本
に
過
ぎ
な
か
っ
た
雛
形
本
の
中
へ
の
風
俗
画
の
乱
入
現
象
と
言
っ
て

よ
か
ろ
う
。
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81　　訓蒙図彙と祐信春本・絵本　―『色ひいな形』から『百人女郎品定』まで

 

*

*15

な
お
、本
書
と
同
内
容
の
も
の
と
し
て
『
艶
女
玉
簾
』
が
あ
る
。『
妻
愛
色
双
六
』
は
『
役
者
金
化
粧
』（
享
保
四
年
正
月
刊
）、『
役
者
五
重
相
伝
』（
享
保
四
年
三
月
刊
）

に
「
大
和
絵
師
西
川
祐
信
正
月
二
日
よ
り
本
出
し
申
候
」
と
広
告
が
出
て
い
る
。『
艶
女
玉
簾
』
は
本
書
の
改
題
本
と
考
え
ら
れ
る
。

 

*

*16

本
文
は
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
（
貴
一
一
─
七
）
に
拠
る
。

 

*

*17

松
平
進
「
古
典
の
大
衆
化
と
祐
信
絵
本
」（「
季
刊
文
学
」、
49
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
）

 

*

*18

所
見
本
は
大
英
博
物
館
蔵
本
（1979,0305,0.64

）。

身
分
や
職
業
毎
の
風
俗
を

踏
ま
え
た
『
正
徳
雛
形
』
は

雛
形
本
と
し
て
画
期
的
な
企

画
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

そ
の
三
年
後
に
は
、
違

う
版
元
か
ら
同
趣
向
の
雛

形
本
『
雛
形
都
風
俗
』
が

出
版
さ
れ
た
。
書
中
に
祐

信
の
署
名
は
見
ら
れ
な
い

が
18
、
筆
致
か
ら
祐
信
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
御

所
風
、
武
家
が
た
、
町
風
、

諸
色
、
茶
小
姓
か
ら
な
る
構

成
は
、
ほ
ぼ
『
正
徳
雛
形
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
背
面
小
袖
図
の
合
間
に
挟
ま

れ
る
人
物
図
の
頻
度
は
高
く
、
模
様
や
色
の
指
示
の
他
、
伊
達
紋
、
据
え
紋
が

上
部
に
配
さ
れ
て
い
る
。

享
保
三
年（
一
七
一
八
）

刊
の
『
西
川
雛
形
』
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
階
層
別
の
部

分
け
と
は
異
な
る
構
成
を

と
る
。
五
巻
構
成
の
内
、

四
巻
（「
深
窓
」「
色
直
」

「
脇
留
」「
物
好
」）
ま
で

が
背
面
雛
形
図
を
描
き
、

五
巻
「
服
紗
」
で
は
、
袱

紗
の
模
様
図
を
描
く
。
た

だ
し
、「
服
紗
」
の
後
半

は
「
太
夫
絵
」
や
「
町
風

す
が
た
ゑ
」、「
野
郎
絵
」

な
ど
の
風
俗
絵
が
袱
紗
模
様
と
し
て
描
か
れ
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
風
俗
絵

を
兼
ね
備
え
た
雛
形
本
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
各
巻
の
口
絵
は
、
見
開
き
図
と
な
っ
て
お
り
、
人
物
の
周
り
に
は
会

●下／図 6：西川祐信画『西川ひな形』（ニューヨーク公立図書館蔵）
●上／図 5：西川祐信画『正徳雛形』（東京藝術大学附属図書館蔵）



話
文
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
図
で
は
、
雛
形
本
を
眺
め
る
母
娘
や
、
着

物
の
直
し
を
す
る
女
性
、
香
具
類
を
前
に
袱
紗
の
模
様
を
見
る
男
女
な
ど
が
描

か
れ
る
。
中
で
も
「
物
好
」
巻
の
口
絵
は
、
雛
形
本
を
描
く
男
の
図
と
な
っ
て

お
り
興
味
深
い
（
図
6
）。
傍
ら
に
は
女
が
い
て
「
す
き
な
や
う
に
こ
の
め
や
」

と
い
う
男
に
対
し
、「
す
み
ゑ
ヲ
入
レ
て
く
だ
さ
ん
せ
、
そ
れ
〳
〵
」
と
語
っ
て

い
る
。
あ
る
い
は
こ
の
男
に
祐
信
自
身
が
投
影
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
書
の
巻
末
に
は
、「
百
人
女
郎
品しな
さ
だ
め

定　

全
部
五
巻　

追
付
出
来
」
と
、『
百

人
女
郎
品
定
』
の
予
告
広
告
が
載
る

19
。
実
際
に
、『
百
人
女
郎
品
定
』
が

刊
行
さ
れ
る
の
は
五
年
後
の
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
で
あ
り
、
巻
数
も
二

巻
と
な
っ
て
い
る
。『
百
人
女
郎
品
定
』
の
予
告
広
告
が
初
め
て
載
る
の
は
、

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
で
あ
り

20
、
そ
の
時
点
で
構
想
が
始
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
が
、
広
告
が
雛
形
本
の
巻
末
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、『
百
人
女
郎
品
定
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
と
な
ろ
う
。
享

保
初
期
に
次
々
と
雛
形
本
が
刊
行
さ
れ
る
中
で
、『
百
人
女
郎
品
定
』
が
企

画
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
雛
形
本
で
の
表
現
が
『
百
人
女
郎
品
定
』
の
土
台

と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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●上／図 7：西川祐信画『正徳雛形』（東京藝術大学附属図書館蔵）
●下／図 8：西川祐信画『百人女郎品定』（国立国会図書館蔵）



ま
た
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
年
に
八
文
字
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
妻

愛
色
双
六
』
も
『
百
人
女
郎
品
定
』
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
一

書
で
あ
る
。
本
書
は
、
売
色
風
俗
の
み
を
対
象
と
し
て
、
細
目
化
し
、
分
類
・

図
解
し
た
春
本
で
あ
る
。
三
巻
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
以
下
に
各
巻
の
項
目

を
挙
げ
る

21
。

上
巻　

太
夫
職
、
天
職
、
鹿
恋
女
郎
、
端
女
郎
、
舞
子
、
妾
者
、
色
茶

屋
娘

中
巻　

風
呂
、水
茶
屋
娘
、泊
人
、後
家
茶
屋
山
州
、糸
屋
、扇
屋
、衣
屋
、

鹿
子
結
、
す
あ
い

下
巻　

つ
ら
れ
者
、
は
す
は
、
お
じ
ゃ
れ
〳
〵
、
わ
た
つ
み
、
小
歌
比

丘
尼
、
大
こ
く
、
間
端
、
惣
嫁

上
巻
の
太
夫
職
か
ら
始
ま
り
、
女
郎
の
ラ
ン
ク
順
に
記
さ
れ
て
い
く
。
中

に
は
、
糸
屋
や
扇
屋
、
わ
た
つ
み
の
よ
う
に
、
裏
で
春
を
ひ
さ
い
で
い
た
職

業
女
も
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
享
保
当
時
の
売
色
風
俗
を
知
る
上
で
も
貴
重
な

資
料
と
言
え
る
。

本
書
は
、
祐
信
の
春
本
と
し
て
は
珍
し
い
半
紙
本
の
版
型
で
、『
西
川
ひ

な
形
』
と
同
様
、
見
開
き
一
図
に
大
き
く
描
か
れ
た
人
物
と
会
話
文
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
作
品
を
経
て
、享
保
八
年（
一
七
二
三
）に
八
文
字
屋
よ
り『
百

人
女
郎
品
定
』
が
出
版
さ
れ
る
。
序
文
の
後
、
上
巻
、
下
巻
の
目
録
が
載
り
、

女
性
の
百
種
類
の
階
層
、
職
業
が
網
羅
さ
れ
る
。
最
も
位
の
高
い
身
分
か
ら

始
ま
る
構
成
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
書
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
訓
蒙
図
彙
や
絵
本
な
ど
で
描
か
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
女
帝
を
第
一
図
に
描
い
て
い
る
。
同
図
に
は
他
に
、
皇
后
、

皇
女
と
い
っ
た
皇
族
の
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
降
、
公
家
、
神
職
、

武
家
と
続
き
、
町
人
、
商
人
、
百
姓
で
上
巻
が
終
わ
る
。
下
巻
は
全
て
売
色

に
関
わ
る
女
性
と
な
っ
て
い
る
。
下
巻
最
終
図
は
、
惣
嫁
や
夜
鷹
な
ど
、
売

色
の
中
で
も
最
も
地
位
の
低
い
女
た
ち
が
描
か
れ
る
。

本
書
の
版
型
は
、雛
形
本
と
同
様
の
大
本
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
さ
で
、

衣
裳
や
装
身
具
、
商
売
道
具
な
ど
細
か
い
部
分
ま
で
描
き
分
け
る
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
身
分
・
職
業
に
対
す
る
深
い
知
識
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
八
文
字

屋
と
祐
信
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
春
本
や
雛
形
本
で
培
っ
た

経
験
が
あ
る
。
雛
形
本
で
は
、
身
分
に
応
じ
た
着
物
を
描
き
分
け
、
春
本
で
は

特
に
遊
女
風
俗
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
作
品
の
集
大
成
と
し
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*

*19

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
所
蔵
本
（1924827

）。
三
井
文
庫
蔵
本
の
刊
記
で
は
、
広
告
部
分
が
削
ら
れ
て
い
る
。

 

*

*20

松
平
進
『
百
人
女
郎
品
定
』
解
説
（『
近
世
日
本
風
俗
絵
本
集
成
』、
臨
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）

 

*

*21

所
見
本
は
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
レ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
（2008. 0445

）。
た
だ
し
中
巻
の
み
。
上
、
下
巻
に
つ
い
て
は
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
本
（2008. 

0476

）
の
『
艶
女
玉
簾
』
を
参
照
し
た
。『
妻
愛
色
双
六
』
と
『
艶
女
玉
簾
』
に
つ
い
て
は
注
（
15
）
参
照
。
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て
『
百
人
女
郎
品
定
』
が
制
作
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
着
物
衣
裳
の
模
様
の
描
き
分
け
が
挙
げ
ら
れ
る
。
小

沢
直
子
氏
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、『
正
徳
雛
形
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
模
様
が

祐
信
の
他
の
絵
本
で
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

22
。
例
え
ば
、

『
正
徳
雛
形
』
の
傾
城
風
四
十
五
番
の
模
様
を
み
て
み
よ
う
（
図
7
）。
遊
女

の
着
物
と
し
て
描
か
れ
た
裾
に
は
、
光
琳
梅
が
配
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
百

人
女
郎
品
定
』
の
遊
女
を
描
い
た
場
面
を
見
る
と
、
引
舟
と
書
か
れ
た
女
性
の

着
物
の
模
様
が
全
く
同
じ
光
琳
梅
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
8
）。

ま
た
、
町
風
二
十
七
番
は
、
し
が
ら
み
、
渦
水
、
い
し
か
け
と
連
な
る
模

様
で
あ
る
（
図
9
）。『
百
人
女
郎
品
定
』
の
町
人
の
娘
の
着
物
は
、
し
が
ら

み
は
無
い
も
の
の
、
図
9
と
ほ
ぼ
同
じ
模
様
で
あ
る
（
図
10
）。　

こ
の
よ
う
に
、
祐
信
は
『
正
徳
雛
形
』
で
行
っ
た
模
様
の
分
類
を
、
自
ら

の
作
品
で
忠
実
に
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

●上／図 9：西川祐信画『正徳雛形』（東京藝術大学附属図書館蔵）
●下／図 10：西川祐信画『百人女郎品定』（国立国会図書館蔵）



85　　訓蒙図彙と祐信春本・絵本　―『色ひいな形』から『百人女郎品定』まで

お
わ
り
に

『
百
人
女
郎
品
定
』
刊
行
の
前
年
で
あ
る
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
は
、

出
版
取
締
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
影
響
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
予
告
の

五
巻
構
成
か
ら
二
巻
構
成
へ
と
大
幅
な
変
更
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
出
版
物
と

し
て
不
自
然
な
点
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
松
平
氏
や
仲
町
啓
子
氏
が
指

摘
し
て
い
る

23
。
ま
た
、
仲
町
氏
は
『
百
人
女
郎
品
定
』
以
降
の
女
性
風
俗

を
題
材
と
し
た
絵
本
に
、
農
工
業
の
女
性
や
売
色
業
の
女
性
が
描
か
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
構
成
員
た
ち
に
目
を
遣
り
、

現
実
社
会
の
多
様
さ
を
そ
の
ま
ま
克
明
に
写
し
と
め
て
ゆ
こ
う
と
す
る
風
俗

画
家
祐
信
の
執
拗
な
観
察
眼
は
、
一
歩
も
二
歩
も
後
退
し
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
」
と
述
べ
て
い
る

24
。
祐
信
は
長
年
共
に
作
品
を
制
作
し
て
き

た
八
文
字
屋
か
ら
距
離
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
絶
え
ず
刊
行
し
て
い
た
春
本

に
も
ほ
と
ん
ど
手
を
つ
け
な
く
な
っ
た
。

八
文
字
屋
・
祐
信
の
出
版
活
動
に
お
い
て
、『
百
人
女
郎
品
定
』
は
大
き

な
転
換
期
に
お
け
る
作
品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
同
時
代
の
上
方
に
お
け
る
網

羅
主
義
、
考
証
主
義
の
流
れ
を
受
け
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
を
描
こ
う
と
し
た
八

文
字
屋
・
祐
信
は
、『
百
人
女
郎
品
定
』
を
区
切
り
と
し
て
分
節
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
新
た
な
流
れ
の
中
で
出
版
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

［
付
記
］

雛
形
本
に
つ
い
て
は
神
谷
勝
広
先
生
に
資
料
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
資
料
掲
載
を
ご
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
中
嶋
隆
先
生
、
な
ら
び
に

各
所
蔵
機
関
に
、
末
筆
な
が
ら
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

*
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小
沢
直
子
・
伊
藤
紀
之
・
河
村
ま
ち
子
「
西
川
祐
信
絵
本
に
み
ら
れ
る
衣
裳
文
様
―
祐
信
作
「
正
徳
ひ
な
形
」
と
そ
の
絵
本
と
の
対
応
に
つ
い
て
―
」（「
共
立
女
子

大
学
家
政
学
部
紀
要
」、
47
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

 

*

*23

前
掲
注
（
20
）
及
び
、
仲
町
啓
子
「
西
川
祐
信
研
究
」（『
日
本
絵
画
史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。

 

*

*24

前
掲
注
（
23
）
仲
町
論
文
参
照
。


